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降積雪時における自動車系道路の横断歩行環境
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図 4 横断施設別の横断者数
以上の項目を平成 13 年 1 月 14 日(日) 13:00----17:00 と 1 月 15 日(月) 7:30----9:00 の両日において
調査した。調査時間は、歩行者交通量がピークとなる時間を選んでいる。また、降積雪のなかった平
成 13 年 3 月 9 日 13:∞----15:00 に降積雪時との比較データを採取した。歩行速度は図 1 に示す No. 1 



























60% 40% 20% 0% 100% 50% 0% 
高齢/非高齢別の地下道選択率図 6
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た。アンケート票の配布は平日(平成 13 年 6 月 28 日(木) 7:3cr--9:00) と休日 (7 月 8 日(日) 12必ト13:30)
の二回にわけで行い、後日郵送にて回収する方法をとった。配布票数 390票に対して 109 票 (28~も)の有効
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図 14 地下道に対する問題指摘
断歩道での雪による歩行環境の悪化を示している。これらの問題は現行の自動車交通のための雪対策によ
ってもたらされているものもある。
また、図 14 に示す地下道の問題指摘では、降積雪時における「滑りやすし、」の指摘率が高いが、その他
の項目は雪の有無による差は小さい。地下道は直接、歩行する路面に雪が降り積もらないことから、滑り
やすさを除けば降積雪時においても歩行環境は著しく損なわれてはいない。
4. おわりに
この調査から以下の結果を得た。
1) この調査箇所では、降積雪時では地下道を利用する横断者が 46%に増加していた。
2) 横断歩行者の歩行速度の分散は、高齢者で小さく、歩行者信号の現示、左折車の接近によって大きくな
ることがわかった。降積雪時における信号の青点滅時や左折車の接近時などの早歩き行動は、個人差がよ
り大きくなると考えられる。
3) 横断施設の選好を調査したところ、この対象横断箇所では降積雪によって横断歩道から地下道への利用
に転換がみられることから、横断歩道の歩行環境の悪化がしていることが予測される。
4) 問題箇所指摘から、横断歩道上に降り積もる雪や雪対策がもたらす歩行環境の悪化が高い割合で指摘さ
れている。なお、路面の凹凸、除雪による堆雪、融雪による水溜りといった項目は自動車にとって施され
た雪対策であり、横断歩道部分には自動車の便だけでなく歩行者にも配慮した雪対策が必要である。
ここでは、降積雪時における横断歩行の現状と歩行環境悪イじのようすを、横断歩行特性調査と意識調査
から把握した。しかし、当初予想していた高齢/非高齢での差はあまり大きくあらわれなかった。実際に
は、対象とした横断箇所を歩行経路として選択しない、あるいは、歩行以外の交通手段を使う、外出行動
を控えるといった回避行動をとることができる。その結果として、調査対象者は必然的に歩行困難度の低
い方々のデータとなっていることが予想される。
本報告は、限定された横断箇所において横断歩行に関する基礎的なデータを収集し集計したものにすぎ
ない。今後は、降積雪時の横断歩行環境を含めた交差点の改善につながる成果が得られるように、今回収
集したデータの分析をさらにすすめる予定である。また、より多くの人の社会参加を実現することを考え
ると、実際にまちに出かけることができない、出かけることが困難である、といった方々を対象とした追
加調査も必要と考えている。
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